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【要約】
　ゲシュタルト療法は心理療法である。そして診断的理解を行う作業は心理療法に不可欠な要素である。
しかし診断的理解を行う作業とゲシュタルト療法の理論がどのような関係にあるのか，そして診断的理
解をゲシュタルト療法の実践の中でどのように行うのか，についてこれまで本邦で検討されることはなかっ
た。そこで本論では，はじめに診断的理解を行う作業とゲシュタルト療法の理論が両立可能であること
を確認した上で，事例を用いてゲシュタルト療法の実践の中でどのように診断的理解を行うのかを考察
した。
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1．はじめに
（1）　診断的理解について
　欧米のゲシュタルト療法において指導的立場に
ある Yontef, G.（2002）は「すべての瞬間瞬間が，
患者の人生の大きな全体を映すホログラムである
と捉える。この視点は，診断上の問いへの手引き
であり，逆に診断的理解や患者の性格学上の独特
なパターンの理解によって引き出される」29）と述
べている。Yontef は診断的理解という言葉の意味
を説明していないが，本論ではYontefが用いる診
断的理解という言葉を『クライエントが精神疾患
や発達障害を有する可能性を検討する作業，およ
びその疾患や障害によってどのような特性をクラ
イエントが抱えており，その特性が “ 今，ここ ”
でどのような現象を生んでいるのかを検討する作
業』と仮に定義することにする。そのように考
えると，Yontef 以外にも海外では診断的理解の必
要性を指摘する者が多くいる。例えば，Roubal, 

J.（2012）も精神病理の視点がクライエントの抱え
る苦悩の性質や個別性を理解する助けになると述
べている24）。さらにClarkson, P.（1989）は統合失調
症のクライエントを精神医療との連携なくゲシュ

タルト療法に導入することが危険であることを指
摘しており5），診断的理解を重視していると言え
る。また，特定の疾病について論考したものとし
ては，Stratford, C. & Brallier, L.（1979）が統合失調
症などの重い精神病理を抱えるクライエントの場
合，技法よりも彼らの特性に配慮した交流そのも
のが大切であると述べている26）。
　ここで心理療法の基本に立ち返ってみると，神
田橋（1990, 1994）が述べるように，適切な診断的
理解は心理療法の実施に必要不可欠である10） 11）。
さらに本論執筆中の2018年，公認心理師法に基づ
く心理職の国家資格が誕生する。その公認心理師
の業務の第一は，生物・心理・社会モデルの視点
に立ち，多元的にアセスメントすることである9）。
そしてアセスメントに基づきクライエントの心理
的支援を行っていく。この生物・心理・社会モデ
ルにおける生物とは，病理学や疾病に関する視点
である。このような少ない記述からも明らかなよ
うに，適切な心理療法を行うには，診断的理解の
スキルを身につけることが必要と考える。そして
ゲシュタルト療法も心理療法である以上，当然ゲ
シュタルト療法家にも診断的理解のスキルが必要
である。
　では本邦のゲシュタルト療法においては，こ
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